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大分県津久見市 NPO法人まちづくりツクミツクリタイ 理事 上薗怜史

「津波防災の日」スペシャルイベント



大分県津久見市の位置 地理院地図
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大分県津久見市の位置

地理院地図

面積 79.48 km2

人口 16,433人（8月末時点）

大分県の南東部に位置し、

急峻な山に囲まれた平地の少ない

豊後水道に面した海沿いの都市。



国内屈指の良質な石灰石産地。

日本有数の生産量を誇る。

採掘現場から湾岸部が近く、採掘
された石灰石は、海岸部にあるセ
メント工場群までベルトコンベア
で運ばれる。リアス海岸特有の地
形より海岸部が急激に深くなり、
大型船舶の入港が可能。

石灰石産業

大分県津久見市の概要

みかん まぐろ

急傾斜を活用した段々畑は水はけ
が良く、海からの潮風にあたる事
で糖度が高く風味の良いみかんに。

樹齢850年を超える小ミカンの先祖
木（国指定天然記念物）のが現存。

甘夏発祥の地。

年間を通じてバラエティ豊かな種
類のみかんが出荷。

津久見湾や豊後水道を主要漁場と
し、津アジ、津サバなど多種多様
な魚種が水揚げされる。

ブリ、ヒラメの養殖漁業が盛ん。

明治時代から続く保戸島を基地と
した、近海・遠洋マグロ漁業は全
国有数の水揚げ漁を誇っていた。

近年、養殖本まぐろが注目。



つくみイルカ島

四浦半島に地区住民が河津桜を植
樹を始め、現在5000本以上が咲き
誇る。

２月上旬から下旬にかけて楽しめ
る早咲き桜で、濃く鮮やかなピン
ク色の花びらが特徴。青い海との
コントラストが美しく、毎年多く
の花見客が訪れる。

イルカと人間の「ふれあい・癒や
し」をテーマにした体験型施設。

自然の海でのパフォーマンス
ショーや餌やり、イルカと一緒に
泳いだり写真撮影などが可能。

イルカ、アザラシ、ペンギン、コ
ツメカワウソ、ブリやタイなど多
様な魚類が暮らしている。

大分県津久見市の概要

海に面した公園には、海をイメー
ジした大型遊具や草スキー、芝生
広場があり、市内外の家族連れに
大人気。

市の３大イベントである花火大会、
扇子踊り大会、ふるさと振興祭が
行われる。

広い無料駐車場完備。

つくみん公園 河津桜



南海トラフ地震に伴う津波予測

【南海トラフ地震被害想定】

地理院地図

最大震度････････････震度６強

最大津波高･････････5.26ｍ

最短到達時間･･････36分
内閣府・気象庁資料より

県道36号

国道217号



津久見市防災マップ（平成２５年４月）
地理院地図

【南海トラフ地震被害想定】

最大震度････････････震度６強

最大津波高･････････5.26ｍ

最短到達時間･･････36分
内閣府・気象庁資料より

行政機関や商業施設などが集積する
中心部は、２～５ｍ未満の浸水エリア



新庁舎建設の検討
地理院地図

津久見市役所
津久見市役所庁舎
昭和３３年建設（築６３年）

平成２８年６月から新庁舎建設を検討開始
⇒一定規模の土地確保が困難
⇒海側は津波、内陸は土砂災害 どこでも災害リスクを伴う

【南海トラフ地震被害想定】

最大震度････････････震度６強

最大津波高･････････5.26ｍ

最短到達時間･･････36分
内閣府・気象庁資料より



津久見市新庁舎建設

津久見市役所 津久見駅

津久見駅

地理院地図

市有地

・新庁舎建設
・街なか観光拠点整備



津久見市役所 津久見駅

津久見駅

地理院地図

市有地

・新庁舎建設
・街なか観光拠点整備

津波防災
避難ビル機能

津久見市新庁舎建設



課題抽出から課題解決に向けた取り組みを検討・実行するプロジェクト

市民参加ワークショップ

NPO法人まちづくりツクミツクリタイの発足

現地調査 情報発信拠点の整備(2015)

(コンテナ293号)
つ く み



ビアガーデン

NPO法人まちづくりツクミツクリタイの発足

女子会 こたつＢａｒ

桜スタンプラリー物販・美容・リラクゼーションイベント

コンテナ293号完成後、多くの方が関わり、この場所を活用しながら交流を深めた。



NPO法人まちづくりツクミツクリタイの発足

まちなか拠点オープン(2017)

(Ｃａｆｅ1/2 ｶﾌｪﾆﾌﾞﾝﾉｲﾁ)

DIYで拠点整備 活用方法の検討

コンテナ293号の活用や今後の運用について考えていく
任意団体として「まちづくりツクミツクリタイ」発足。
メンバーはワークショップ参加者やまちづくり活動に
関わってきた市民メンバーで構成。

(2016)

まちなかに市民の活動拠点を作ろうと、
多くの方の協力によりCafe1/2が完成。
その後、Cafe1/2の管理を含め、NPO法人化。

地場産の漆喰
を使用



2017年台風第18号災害

津久見市役所

Cafe1/2

津久見川

津久見港

JR津久見駅



2017年台風第18号災害

津久見市役所

津久見港

連続雨量・・・・・・・・・・・・427mm
（9月17日3:00～9月17日18:00）

最大24時間雨量・・・・・・・・・427mm
（9月17日0:00～9月18日0:00）

最大時間雨量・・・・・・・・・・ 68mm
（9月17日14:00～15:00）

時間雨量〔mm/h〕
累積雨量〔mm〕

日降水量427mm

1時間最大降水量 68mm

60ｍｍ以上が4回

JR津久見駅
津久見川



2017年台風第18号災害



台風災害後のCafe1/2



台風災害後のCafe1/2



台風災害後のCafe1/2

コンテナ293号の設置から活用、Cafe1/2の整備の過程で

人と人が関わり、思いを共有した経験が
災害からの復興・復旧に向けた様々な活動につながった。



NPO法人まちづくりツクミツクリタイの活動

図書館と水辺の夕涼み会（2019.09.14）

秋まつり（2020.11.07）

冬まつり（2021.12月予定）

2017年台風災害を受け、市内では河川激甚災害対策特別緊急事業が進んでいる。
河川改修（ハード事業）で大きく風景が変わる中心地において、「にぎわい創出」
「コミュニティ形成」「周遊活性化」「定住促進」などソフト事業を補完するのが『復興まちづくり事業』。

生活の中に水辺があることの豊かさを感じてもらうとともに、
水辺の新たな活用可能性を見出し、魅力的な空間創出につなげるため、
実証実験的にイベントを開催。



NPO法人まちづくりツクミツクリタイの活動

毎年９月に台風災害の写真等を図書館に掲示することで、
当時の記憶を風化させず、水害の脅威を再認識させ、
災害への準備を促している。



うみかぜラヂオは2017年のつくみ港まつり納涼花火大会で
運用されたイベントFM放送のために結成。
駐車場の空き状況や津久見に関する情報を会場のみなさんに
届けた。

つくみ港まつり
納涼花火大会inつくみん公園

“うみかぜラヂオ”名前の由来は、
津久見市出身のシンガーソングライター伊勢正三さんの曲
津久見のご当地ソングとも言える「海風」から。



《2019年台風第18号災害の発生》
2019年納涼花火大会ライブ配信

うみかぜラヂオがFacebookとTwitterを用いて「給水情報」など必要な情報の発信を開始
Cafe1/2の早期復旧に尽力し、拠点として情報発信を続けた

現在も継続して津久見市における情報発信・情報共有の一端を担っている

行政から発信される、様々な災害復旧に関する情報が市民に行き渡らない実情

津久見市には域内ケーブルテレビ局やコミュニティＦＭなどの地域メディアがない



災害時避難場所・避難場所入口
避難路情報・海抜表示

津久見市中心部で
スイーツを提供する

お店を紹介

子育て世代をターゲットに捉え
授乳室・おむつ交換台

多目的トイレの場所を記載

＋

＋

マップ活用促進
市内周遊促進

防災情報の掲載

無意識に防災情報に触れる

＝





NPO法人まちづくりツクミツクリタイの活動

手づくりのモノを作っている方（野菜果物、ケーキや
コーヒー、雑貨など）が集まり、マルシェを開催。

セメントや漆喰が間を繋ぐように、人と人、人とモノを
繋ぐ交流の機会を増やすことを目的に開催。

これからやりたい事や好きな事、伝えたい事など
みんなに伝えるトークイベントで誰でも参加可能。

人と人、想いと想いを繋げる機会を増やすことを
目的に開催。




